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報道機関 各位 

国立大学法人東北大学 
古河電気工業株式会社 

【発表のポイント】 
 東北大学と古河電工は、連携拠点を東北大学電気通信研究所内に設置しま

した。

 サステナブルな社会の実現に向け、産学連携の強化による革新的な萌芽技

術創出を目指します。

【概要】 

国立大学法人東北大学（所在地：宮城県仙台市、総長：大野英男 以下、

「東北大学」）と、古河電気工業株式会社（所在地：東京都千代田区、代表

取締役社長：森平英也 以下、「古河電工」）は、連携拠点『古河電工×東北

大学 フォトニクス融合共創研究拠点』を、2023 年 4 月 1 日、東北大学電気

通信研究所 に設置しました。 
東北大学の学術的知見・総合力と、古河電工のコア技術を融合し、革新的

な萌芽技術の創出により、サステナブル社会の実現に貢献していきます。 

東北大学と古河電工が連携拠点設置 
産学連携の強化による革新的萌芽技術の創出を目指して 



【詳細な説明】 

背景 
 これまで東北大学と古河電工は、様々な分野で共同研究を実施し、優れた成

果を上げてきました。 

今回の取り組み 
この度、分野を横断した総合的技術融合・技術創出を一層推進するため、東

北大学の「共創研究所」制度注 1を活用し、学内に連携拠点を設置致しました。 
本連携では、古河電工のコア技術である「メタル」「ポリマー」「フォトニク

ス」「高周波」について、高度化していく情報社会基盤に不可欠なフォトニク

ス分野を基軸として、東北大学の関連部局と横断的に連携・融合を図ることに

より、新たな発想で革新的な萌芽技術の創出、および高度な専門人材の育成を

行います。

古河電工からは、社員１名が東北大学特任教員として勤務し、最新の技術開

発動向の調査や、東北大学による研究成果の情報収集、並びに技術の融合によ

る社会課題解決に資する研究テーマの創出、共同研究の推進等を行い、古河電

工が実施する今後の各施策へと反映していきます。 

1. 名称

古河電工 × 東北大学 フォトニクス融合共創研究拠点

2. 目的

サステナブルな社会の実現のための革新的萌芽技術の創出

3. 活動内容

(1) 革新的技術開発

フォトニクス分野を基軸に、分野横断的研究活動を通じ革新的技術開発を推進

(2) 人材育成

工学的素養を有し、異分野との融合的・創造的思考を実践できる人材の育成

4. 運営体制

・運営総括責任者：

東北大学 電気通信研究所 島田 道宏 特任教授（研究）

（古河電工 研究開発本部アドバイザー)
・運営支援責任者：

東北大学 電気通信研究所 廣岡 俊彦 教授
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5. 設置場所

東北大学 電気通信研究所 本館（片平キャンパス内）

6. 設置期間

2023 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日

【用語説明】 
注 1 共創研究所 
東北大学内に企業との連携拠点を設けるとともに、東北大学の教員・知見・設

備等に対する部局横断的なアクセスを可能とすることで、共同研究の企画・推

進、人材育成等、多様な連携活動を促進する制度。 

図. 連携体制および波及分野 

【問い合わせ先】 
東北大学 産学連携機構 
産学共創推進部 

E-mail： sangaku-suishin@grp.tohoku.ac.jp

古河電気工業株式会社 
広報部 
E-mail： fec.pub@furukawaelectric.com


